
 

 

 

 

 

 

 先日は八王子西特別支援学校で福祉事業所説明会が開催されました。御参加いただいた保護者の皆様、

御多用の中ありがとうございました。 

今月号では、各学年の進路学習の報告を掲載いたします。 

◎小５ 進路見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎小 6 作業学習見学・体験 

 

 

 

 

 

 

◎中 1 進路見学 

 

 

 

 

 

 

 

◎中２ 進路見学 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 12月 日（ ）発 

東京都立八王子特別支援学校 

校長 野口 幹人 

進路指導だより 
                              Ｎｏ.４ 

 

令和７年２月２８日（金）発行 

東京都立八王子特別支援学校 

校長 野口 幹人 

担当 支援部 菅原 希琳 

 

2 月 5 日（水）に、八王子西特別支援学校高等部の進路見学を行いました。進路の先生より、作業班の種類

や高等部の学習内容について説明を受け、見学がスタートしました。ビルクリーニング班、事務物流班、喫茶班の

順で、体験をしました。ビルクリーニング班では、ポリッシャーの操作とテーブルの除菌を体験し、細かなところに気

を配りながら作業していることを学び、事務物流班では、文房具の補充や印刷に手際よく取り組む先輩方の姿を

見学しました。喫茶班の先輩が、お客さんで混雑している中で、緊張感をもって注文を取ったり、飲み物を運んだり

している姿は、とても格好良く生徒の目に映っていました。真剣に仕事に取り組む姿を見て、高等部での生活にイ

メージをもつことができ良い学びとなりました。 

１月２９日（水）に八王子市堀之内にある由木かたくりの会へ進路見学に行き、就労継続支援 B型施設の由木

工房と生活介護施設のかたくりの家を見学しました。由木工房では、喫茶、農園芸、食品加工事業を行っており、

かたくりの家では、利用者それぞれに適した作業や過ごし方を用意していました。生徒たちは働く先輩たちを見て

様々な感想をもちました。振り返りの時には「お弁当を作る作業は難しそう」「パンがおいしそうだった」「アイロンビー

ズの作業が良かった」、中には「よく分からなかった」という意見もありました。感想はそれぞれでしたが、『働く』とい

うことを感じられた有意義な見学でした。 

 

 １月に中学部入学準備会を終えた６年生は、中学部見学・体験に行きました。手工芸班のビーズの作業に取り

組んでいる中１の先輩の様子を見学しました。集中して作業している先輩の姿に、６年生も緊張感をもって見学し

ていました。その後中学部の主幹教諭から、標準服を着用すること、授業の名称が変わること、月曜日も２便であ

ることなど、中学部の生活について教えてもらいました。その後は、実際に作業の体験をしました。ビーズの仕分け

やビーズ通し、相手の目を見て「できました」と報告するなど終わりの時間までしっかり取り組むことができました。

中学部の先輩方、ありがとうございました。中学部入学まであと少しです。中学部に向けての心の準備も少しずつ

始まっています。 

５年生は、「学校で働く人」の様子を見学しました。校長室の野口校長先生、経営企画室の江川さん、玉澤栄

養士さんから、みんなで考えた質問に答える形で、お話をしていただきました。５年生みんなが少し緊張していまし

たが、質問票を渡したり質問をしたり、とても立派でした。校長室では、校長先生の大きな椅子に座らせてもらいま

した。電話の応答をさせてもらった児童は満足そうな様子でした。動画で視聴した、給食調理室の大きなお鍋で

シチューを作っている映像にびっくりしていました。主事さんの仕事を、見学後に体験しました。 

身近な人の働く様子を知ることで、働くことに興味をもつきっかけになります。御家庭でも、おうちの方のお仕事に

ついて話題にしたり、家族としてのお手伝いに取り組んだりしてください。 


